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★「ものづくり」の季節がやってきた！！
☆ 技 能 検 定 (旋 盤 作 業 )３ 級 ,２ 級 に 続 々 と 合 格

１ 学期間 の練習 の甲斐

あっ て、技 能検定 （旋盤

作業 ）３級 では、 ２年生

２２ 人（２ ４人受 検）合

格し、３年生７人（７

人受検）が合格しました。

難 易度の 高い２ 級では

３年 生がよ く頑張 り、３

人合格（４人受検）

しました。

☆「石川の技能まつり」に出場

開会に際し、本校機械システム科の２年生

高橋さんと３年生今江君が開会宣言を行い、

各競技が幕を開けました。

機械システム科の２年生北山君（山中中出

身）が出場し、一般の人たちと腕を競い合い

ました。

その結果、３位入賞を果たし、敢闘賞を頂

きました。

☆半自動ア－ク溶接技能士育成（資格取得に向け本格始動！！）
み な さ ん は ” 溶 接 ”

と い う の は 知 っ て い ま

す か ？ 金 属 を く っ つ け

る（接合する）方法は、

ネ ジ や ボ ル ト を 使 う の

は 一 般 的 で す が 、 こ の

方 法 で ト ラ ッ ク 、 ブ ル

ド － ザ － 、 船 舶 と い っ

た 大 き な も の を 作 っ た

場 合 、 大 き な 力 が 作 用

するとボルトが切断したり、破壊する可能性が高く、その結果大きな事故を招くことにな

ります。そこで考え出されたのが、２つの金属の接合面を溶かしてくっつける”溶接”と

いう方法です。この”溶接”で接合した場合、とても強いものができるという大きな特徴

があります。

機械システム科では溶接技術を身につけた若き技術者を企業に送り出す取り組みを行っ

ています。石川県産業創出支援機構の支援を受け、高度熟練指導員の清水先生のもとマン

ツ－マンに近い状態で３年生１０名（希望者）が技術習得に日々励んでいます。


